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音楽・芸術のカは∞(鰍大)
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シ
ョ
ン
は
、
心
が
震
え
る
ほ出ケ

.

/

」
と

映
画
音
楽
は
、
ジ
ョ
ン
・
ゥ
日
オ

ト 

ズ
」
や
「
ハ
リ 

ポ
ッ 

l

l

、

タ 

」
の
メ 

ン
テ 

マ
曲
、 

「 

」
の
劇
中
川
寸
引
叶

「
出
雲
の
春
音
楽
祭 
2
0
1 

4
」
が
先
日
、
出
雲
市
で
聞
か

れ
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
数
多
く
の
市

民
演
奏
家
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
、
社
会
人
と
高
校
生
の
皆

さ
ん
の
合
唱
隊
と
の
コ
ラ
ボ
レ 

.0
 ・59して大切
 
ラ
版
と
は
ま
た
違
う
、
見
事
な

厚
み
の
あ
る
故
郷
愛
に
満
ち
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
が
奏
で

ら
れ
、
思
わ
ず
グ
ッ
と
き
た
。

中
井
氏
い
わ
く
、
出
雲
は
全

国
で
も
音
楽
の
レ
ベ
ル
が
高

い
。
今
回
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
指
導
的
立

場
の
プ
ロ
や
先
生
は
少
な
か
っ

た
が
、
老
若
男
女
の
演
奏
家
や

合
唱
団
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
乗

っ
た
「
音
」
や
「
声
」
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
は
驚
く
べ
き

も
の
だ
っ
た
。
プ
ロ
に
は
出
せ

な
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
、
ま
さ

に
音
楽
の
力
は
∞
(
無
限
大
)

だ
と
感
じ
た
。

人
生
の
潤
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
理
屈
で
は
語
れ
な
い
。

1
+
1リ
2
で
も
な
い
。
軽
音

楽
や
絵
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
陶

芸
、
生
け
夜
。
舞
踊
や
ダ
ン
ス
、

映
画
や
写
真
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

表
現
や
芸
術
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ

け
で
は
な
く
「
心
」
が
大
切
な

の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
思
う
。

そ
れ
は
プ
ロ
や
ア
マ
間
わ

ず
、
人
の
評
価
に
と
ら
わ
れ
な

い
絶
対
の
も
の
で
あ
り
、
権
威

も
関
係
な
い
。
良
い
も
の
は
良

い
。
神
楽
や
お
祭
り
も
そ
ん
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
い
る
。

わ
が
故
郷
の
音
楽
祭
で
大
切

な
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
み
ん

な
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
、
幸
せ

に
満
ち
た
愛
に
包
ま
れ
る
こ

と
。
そ
ん
な
当
た
り
前
な
理
想

を
心
か
ら
願
い
、
祈
り
、
一
つ

一
つ
理
想
に
近
づ
く
た
め
の
潤

い
と
し
て
、
栄
養
と
し
て
、
音

楽
や
表
現
が
存
在
し
て
い
る
の

だ
と
。現

実
の
社
会
情
勢
は
厳
し
い

が
、
希
望
を
失
わ
ず
、
つ
つ
ま

し
く
も
確
実
に
毎
日
を
生
さ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
、
強
く
思
う
。

4
月
か
ら
新
作
の
時
代
劇
の

製
作
に
、
本
格
的
に
着
手
す
る
。

お
ん
ぽ
ら
と
し
た
生
活
が
あ
る

島
根
は
、
世
界
に
発
信
す
る
に

値
す
る
文
化
の
宝
庫
だ
。
こ
れ

か
ら
も
ぶ
れ
る
と
と
な
く
、
映

画
の
力
を
信
じ
て
蛍
起
し
て
い

き

た

い

。

ム

ぬ

わ

り

リ

今
連
載
で
3
年
間
、
ご

愛
顧
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

新
作
の
動
向
は
応
援
サ
イ

ト
「
出
雲
町
閣
議
」
欄
な
ど

で
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
応
援
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

成
)

(
映
画
監
督
・
錦
織
良

ど
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
。

音
楽
祭
は
今
回
で
叩
回
目
。

第

1
部
は
映
画
音
楽
、
第
2
部

は
「
郡
鏡
天
地
の
る
つ
ぼ

雲
賛
歌
」
や
竹
内
ま
り
や
さ

ん
作
の
「
愛
し
き
わ
が
出
雲
」 

出雲の春音楽祭で、壮大なハーモニーを奏でる出雲の人たちO

「表現」の力をあらためて感じた=23目、出雲市塩冶有原町  
2丁目の出雲市民会館

J

-

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
オ

ス
ト
ラ
演
奏
と
合
唱
の
コ
ラ
ボ
会
記
ー
と

に
、
多
く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
斗
一

て

い

た

。

ト

ヂ 

、晶

イ
リ
ア
ム
ズ
作
曲
の
「
ス
タ 

J

ウ
ォ「

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
の
組
曲

な
ど
、
親
し
み
ゃ
す
い
ラ
イ
ン
:
』
川
‘

ア

ッ

プ

だ

っ

た

。

、

そ
し
て
、
私
が
監
督
し
た
品
、

J

曲
の
譜
面
を
今
回
の
音
楽
祭
用

に
、
組
曲
と
し
て
本
邦
初
公
開
。

音
楽
監
督
で
指
揮
者
の
中
井
章

徳
氏
の
手
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ト


